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記

事

鰹

事

舎

演

O
昭
前
二
十
七
年
十
一
一
月
例
曾
十
三
月
十
六
日
(
火
〕
午
後
一
時
土

句
法
制
脅
議
室
に
お
い
い
て
開
催
さ
れ
弐
の
報
告
が
あ
っ
た
。

一
、
企
業
所
得
の
理
論

ー
所
得
・
獄
杭
・
資
本
蓄
積

i

岡

-
、
日
本
社
曾
政
策
史
の
骨
析
闘
角

渡
唱
理
助
政
授
の
方
法
論

ι針
し
て
|

昔E

平日

良
尽

向

井

喜

典

氏

O
昭
和
二
十
入
年
一
月
例
曾
一
月
二
十
二
日
〔
木
)
午
後
一
時
よ
り

世
間
友
曾
舘
に
お
い
て
開
催
さ
れ
来
の
報
告
が
あ
っ
た
。

一

、

海

外

股

行

報

告

豊

崎

稔

氏

二
我
閤
餓
鋼
業
と
貿
易

ー
そ
の
過
去
と
現
在

l

小

野

一

一

郎

氏

。
昨
秋
開
催
さ
れ
た
木
皐
経
済
皐
曾
大
曾
研
需
報
告
官
に
白
け
る
研
究

報
告
の
要
旨
を
次
に
指
献
す
る
。

資
本
論
に
お
け
る
統
計
利
用
の
問
題

上

杉

正

自li

言日

事

付
マ
ル
グ
ス
が
資
本
論
に
お
い
て
利
用
し
た
統
計
は
、
主
と
し
て
イ

ギ
リ
ス
の
統
計
〔
た
と
え
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
ウ
エ
ー
ル
ズ
の
国
勢

調
査
、
一
八
六
一
年
)
で
あ
る
が
、
な
お
ア
メ
リ
カ
の
統
計
十
ロ
シ
ア
り

統
計
〔
こ
と
に
地
代
論
白
研
究
に
か
ん
し
亡
)
に
も
深
い
注
意
を
掛
っ

た
。
ピ
1

1
レ
イ
の
指
摘
し
℃
い
る
よ
ラ
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諮
問
の
統
計

に
通
じ
亡
い
る
と
い
ラ
点
で
、
マ
ル
グ
ス
左
肩
を
な
ら
べ
る
者
は
一
人
も

な
か
っ
た
。

H
H

マ
ル
グ
ス
は
統
計
を
批
判
的
に
利
用
し
た
。
そ
の
場
合
、
車
に

ι

れ
こ
れ
の
統
計
が
正
確
で
な
い
と
い
う
ふ
う
に
批
判
し
た
の
で
は
な
〈
、

そ
れ
ら
の
枕
計
の
歪
曲
が
プ
λ

ジ
ョ
ア
ク
ー
の
利
盆
と
結
び
つ
い
て
行
わ

れ
る
ζ

と
を
眠
ら
か
じ
し
た
i

(

た
と
え
ば
死
因
統
計
、
児
京
野
働
統
計
、

所
得
統
計
、
被
救
他
窮
国
内
統
計
、
出
比
坑
災
害
統
計
な
ど
に
つ
い
て
)
@

同
円
資
本
論
の
中
の
敏
宇
に
は
、
「
統
計
政
宇
」
と
「
俄
定
さ
れ
た
数

字
」
の
ニ
種
が
あ
る
。
雨
者
を
混
同
す
る
こ
と
は
許
古
れ
な
い
。
限
定
さ

れ
た
駁
宇
は
理
論
を
抽
象
的
に
民
闘
ず
る
場
合
、
叙
述
を
比
っ
き
り
さ
せ

る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
〔
た
と
え
ば
第
二
程
第
二

O
章
車
純
再
生
産
、

第
三
省
第
三
章
利
湖
率
的
剰
余
償
値
寧
に
針
す
。
闘
係
の
箇
所
)

U

し
か

し
、
間
定
古
れ
た
政
字
が
陸
見
的
な
現
賓
と
全
く
無
関
係
で
あ
っ
て
も
い

い
と
い
う
の
で
は
な
〈
、
マ
ル
グ
ス
は
、
し
ば
じ
ば
そ
の
蝦
定
の
現
貫
性

を
検
討
し

τ
い
る
@
こ
り
点
に
つ
い
て
は
、
第
三
種
お
よ
ぴ
剰
余
似
値
間
半

説
史
第
二
程
に
お
い
て
、
絶
封
地
代
を
論
じ
亡
い
る
箇
所
が
重
要
な
示
唆

第
七
十
一
巻

第

掠

四
回

七



言己

事

を
あ
た
克
る
。
(
と
の
報
告
は
、
民
科
・
全
日
本
草
生
融
研
遮
合
筒
講

座
、
資
本
論
の
解
明
、
第
四
分
加
所
牧
の
私
の
論
文
「
資
本
論
と
統
計
」

を
も
と
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
忘
る
〕
。

フ
ラ
ン
ス
百
科
全
書
訴
の
絞
桝
思
想

河

野

健

二

一
七
五
一
年
に
第
一
一
程
が
出
た
フ
ア
シ
ス
百
科
全
害

ι、
一
七
七
二
年

設
で
か
か
っ
て
士
三
五
雀
が
出
版
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
夜
に
お
け
る

科
単
・
技
術
の
集
大
成
を
な
し
と
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
の
劃
期
的
な

犬
事
業
の
最
大
の
功
針
者
は
デ
ィ
ド
刊
で
あ
っ

ro
ヂ
ィ
ド
ロ
は
、
ヴ
ォ

凡
テ
1
外
、
〆
一
フ
ン
ベ
ー
ル
、
ケ
ネ
ー
な
ど
世
曾
科
問
中
・
自
然
科
撃
を
問

わ
ず
、
科
草
者
・
思
個
家
の
医
汎
な
共
同
戦
線
山
町
つ
く
り
上
げ
、
専
制
主

義
と
キ
リ
ス
ト
教
に
抗
し
て
、
民
主
主
義
と
理
性
を
擁
議
し
た
。

デ
4

V

P
の
思
鶴
的
立
場
は
、
政
治
的
に
は
制
限
君
主
政
を
主
張
し
、

鰹
隣
的
に
は
私
有
財
産
の
確
立
と
そ
の
自
由
を
擁
謹
し
て
い
る
。
か
れ
は

そ
の
点
で
凶
作
ソ
1
h
よ
び
ケ
ネ
ー
の
い
づ
れ
か
ら
も
匝
別
さ
れ
、
用
者
の

中
間
的
『
立
つ

τい
る
。
し
か
も
、
か
れ
が
進
昔
的
た
り
得
た
の
は
、
か

れ
が
産
業
お
よ
び
産
業
技
術

(
U生
産
力
)
の
謹
畏
を
促
進
ず
る
立
場
に

し

γ

た
か
ら

E
あ
る
。
か
れ
の

t
論
は
、
と
う
し
て
自
由
主
義
的
世
族
・
霞

業
プ
凡
ジ
ョ
り
1
ジ
・
中
小
市
民
の
串
求
に
臆
払
え
た
も
の

E
あ
っ
た
@

百
科
士
容
は
、
A
+
体
、
と
し
て
の
プ
一
フ
シ
ス
近
代
化
の
方
向
に
沿
い
つ
つ

錦
七
十
一
巻

四
五

第

ll!A 

七
四

/
そ
れ
を
促
進
し
、
浸
透
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
プ

〆

λ

ジ
ョ
ワ
的
政
良
主
義
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
も
り
で
、
プ
一
フ
ン
ス
革
命
を

自
力
で
打
。
h
J
H
L
て
い
く
「
下
か
ら
」
の
運
動
を
呼
び
か
け
た
も
の
と
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

、
ド
イ
ア
初
期
批
A
W
H

主

義

内

問

、

一

男

ド
イ
w
y
初
期
品
川
曾
主
義
の
代
夫
的
な
も
の
は
、
り
イ
ト
リ
ン
グ
と
良
市
L

社
合
主
義
〔
主
の
代
表
者
は
そ
1
ぜ
ス
・
ヘ
ト
ソ
ス
)
で
あ
る
。

雨
者
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
の
「
共
産
県
宣
言
」
に
お
け
る
政
治
的

評
慣
が
あ
る
。
私
の
課
題
は
、
か
L

る
政
治
的
結
論
へ
の
泊
程
を
町
国
的

に
追
求
す
る
こ
と
に
あ
る
。

一
、
こ
れ
が
特
殊
ド
イ
ツ
的
刻
印
を
斡
び
る
所
以
は
、
英
・
仰
と
異
り

、
こ
の
時
期
に
お
い
て
い
?
イ
フ
が
プ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
を
組
て
い
な
い
。
と

い
ラ
祉
曾
的
基
牒
仁
あ
る
。
そ
の
理
由
比
、
西
欧
の
い
わ
ゆ
る
民
想
的
也

曾
主
義
に
お
い
て
は
、
考
察
白
山
町
内
思
が
、
近
代
市
民
祉
曾
の
最
も
代
表
的

な
問
題
領
域
で
あ
る
と
こ
ろ
の
経
済
部
面
に
ー
1
l決
し
て
充
分
で
な
い
に

せ
」

I
1及
ん
で
来
て
い
る
の
に
到
し
、
ド
イ
ツ
の
そ
れ
は
著
し
〈
宗
教

的
な
ま
で
に
空
想
的
(
ワ
イ
ト

p
ン
グ
)
で
あ
る
か
、
又
は
活
態
的
〔
信

正
一
世
曾
主
義
)
で
あ
り
、
経
験
的
な
も
の
に
向
け
ら
れ
亡
い
な
い
か
ら
C

あ
る

U
=
、
ド
イ
ツ
初
期
批
曾
主
義
の
雨
者
央
々
の
性
格
作
、
思
胡
閣
の
近
状
性



と
い

4
聞
か
ら
見
れ
ば
、
ワ
イ
卜
リ
ン
グ
の
そ
わ
は
、
隠
史
意
識
に
お
い

て
フ
ラ
ン
ス
塁
想
世
曾
主
義
一
世
に
及
ば
子
、
ト

r
マ
ス
・
モ
ア
の
よ
う
な

絹
針
宅
義
期
の
思
想
家
と

L
亡
の
面
が
強
い
。

rれ
ι比
し
て
、
民
間
一
砿

合
主
義
仕
、
相
針
主
義
の
精
肺
的
支
柱
た
る
宗
教
を
破
壊
す
る
と
い
う
左

翼
へ

1
.ケ
リ
ア
ン
の
問
題
観
点
か
ら
出
漉
し
て
い
る
限
り
、
む
し
ろ
一
見

近
代
砕
裳
思
恕
家
に
連
な
る
一
一
由
を
も
っ
。
と
と
ろ
が
反
面
、
前
者
に
お

け
る
枇
帝
国
主
義
は
、
最
初
か
ら
そ
の
板
心
が
「
管
践
」
に
あ
る
限
り
、
マ

パ
グ
ス
も
高
〈
許
位
し
た
よ
う
な
草
命
性
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
後
者
は

と
れ
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
「
社
合
的
す
〈
撃
部
助
」
に
惰
し
て

L
烹
い
、
マ

月
一
グ
ス
か
ら
、
反
動
的
世
曾
主
義
の
刻
印
を
受
け
と
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な

る
。
即
ふ
り
、
思
想
の
近
代
性
と
質
践
性
に
お
い
て
、
柄
者
は
逆
の
関
係
を

示
す
。
(
但
し
と
の
閥
係
は
外
見
上
の
'
も
の
で
、
民
性
社
曾
主
義
者
は
、

本

披

執

筆

者

紹

介

M 
qヲ'

原

阿

今

)11 

問

健

r:~1 

言己

事

へ
T
ゲ
ル
が
兎
も
角
も
担
え
得
た
つ
近
代
的
な
労
働
L

の
概
念
を
合
く
忘

却
し
、
「
尽
な
る
人
聞
の
意
志
の
品
則
」
を
持
ち
出
し
た
時
、
調
凪
の
近

代
性
を
も
捨
て
去
っ
た
、
と
見
る
こ
と
が
官
き
る
。
)
と
れ
は
問
者
の
一
昨

曾
主
義
思
畑
閣
の
系
譜
の
相
異
|
|
前
者
は
西
欧
の
初
期
共
産
主
義
か
ら
、

後
者
は
市
民
的
世
曾
主
義
か
ら
ー
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
雨
者

の
階
級
的
基
慌
の
相
異
|
|
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
そ
れ
と
小
市
民
の
そ
れ

ー
ー
ド
あ
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

銀

行

資

本

と

流

動

性

谷

賞

本
論
題
に
つ
い
て
の
詳
細
は
「
組
担
論
鴬
」
第
七
十
巻
第
六
披
門
昭
二

憾
七
・
コ
了
)
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

中

白日

関
西
大
草
救
援

lE 

肴
川
大
撃
助
手

京
都
大
早

大

事

院

特
別
研
時
間
生

第
七
十
一
念

第
三
時
田

b
五

二
四
六


